第29回　施設処遇検討会議　議事録　H23.12.19

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：・長谷部拓生S.G.M・上平ユリ子

須々田珠実・馬渕豊子・中岫かなえ

小笠原嘉紀・木村春子

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：秋山欣也S.G.M中村文洋・小坂和子・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：馬渕豊子
議題

１：　中村　与一郎様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：  横山　耕生様（青山荘入所者様）の処遇について

１：  中村　与一郎様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：高コレステロール血症・高ＬＤＬＣ血症
＜問題点＞

①経済状況に応じた金銭管理が出来ない

②生活リズムが乱れる事がある（起床時間の遅れ）

③高カロリーの間食が多い

④身の回りの整理が出来ない
＜介入方法＞

・小遣い帳を記入してもらい定期的に確認をし、小遣い残金を考えた上で買物をする習慣を身に付けていく。

・小遣い中から千円貯金できるように、おやつの購入量を控えるようにアドバイスしていく。

金銭管理が難しい場合は月１回の小遣いから月2回に分けたりし、一度に使い過ぎないよう見守っていく。

・金銭面で不安があると、落ち着きがなくなり体調不良を訴える事が見られる為、さり気なく聞き出し情緒安定を図っていく。

①について

・現在発覚中の金銭問題（借金）についての自覚不足があり、お金に対する危機感を持ってもらう為にも、小遣い銭の見直しと自覚を促していく。
②について

・青山荘入所を希望されている事からも今の生活状態について定期的に面談を行なう。（ＧＨ入所も　視野にあり）
・現在出来ている事、出来ていない事を振り返り、生活リズムの安定に対して意識付け、意欲の向上を図る。
・朝の定期起床を集中して行なっていく。（まだ定着していない）
③について

・三食の残食が多くおやつで補っている為、現在の状況を認識してもらいながら、三食摂ることは身体にとって大事なことである事、それによって体調を維持していける事を理解できるよう指導していく。（荘内プログラムを活用する）

・夜間の間食がみられる為体に及ぼす影響を説明し20時移行の間食はしないよう指導していく。

・間食に関する勉強会を継続して実施することで適切な間食について理解を深めていただく。
④について

・その都度自室の様子を見て、掃除が出来ていない時には声かけにて、清掃を促していく。また、掃除が難しい場所についてはアドバイスを交えながら、スタッフと一緒に行なっていく。

・掃除チェック表をつけてスタッフと一緒に確認し習慣づけしていく。

・毎週火曜日リネンの日は洗濯をするように促していく。
＜評価＞

　今後の方向性として青山荘への入所が検討されている。面談時、生活全般に対して「できる」と自己の過大評価が見られており、現実検討ができていない部分が見られる。本人の特性として、環境変化への耐性の低さがあり、青山荘の入所という変化（プレッシャー）により病状の再燃（透明人間が見えるなどと話していた幻視など陽性症状）が懸念される。そのため、本人の主治医の変更を検討していくとともに、現在行っているデイケアの利用（週3回）の回数を増やし、可能な限り本人に掛かる環境変化を軽減させていく必要性がある。

経済状況については、現在両親の障害基礎年金を遣り繰りして、本人の障害基礎年金（２級）と合わせて叔父が７万円入金おり、ギリギリ青風荘の経費を支払っている状態となっている。今後、六ヶ所村（住所地）で生活保護の申請を行っていく予定としている。

　本人への直接的な支援としては、本人のレベルに合わせた達成可能な課題をクリアーすること前提とし、金銭管理の面からは小遣い帳の記入と振り返りを行い、金銭管理能力を高めていくこととする。

２：横山　耕生様（青山荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　合併症：なし

＜問題点＞
①服薬管理・健康管理（服薬・病状・健康）について

②日中活動について（保清面の強化・荘内での日中活動）

③金銭管理について

④家族状況
＜介入方法＞

①について

・薬を忘れずに取りにくるよう促す。服薬の状況について、定期的にフィードバックする。

・嗜好品（タバコ、炭酸飲料等）への欲求を紛らわせるよう、日中活動に積極的に参加するよう促す。本人の興味のあることを軸とし、活動を行って頂く。

・ストレスを感じる場面について本人と振り返りを行い、職員との関わりや個別ＳＳＴ等を通して、不安感やイライラ感を緩和する。

・体重測定を毎朝・夜に行うよう、職員より促しを行う。体重の推移は随時、本人へフィードバックする。

・本人と面談を行うときは単純明快に伝え、メモや記録を本人と共有しながら行う
②について

・入浴の促しを行う。入浴後は評価を行う。

・荘内プログラムへ参加していただき、活動性の向上を図る。

・プログラムに参加できない場合、その理由について本人と振り返りを行う
③について

・設定した金額内でやりくりできるよう、小遣いの使途について振り返りを行う。

・設定金額外で小遣いを使用する際は、母様に確認を取ってから行う。
④について

・家族との外出の振り返りをし、家族との接し方についてフィードバックする。

・家族が来所の際、日頃の本人の様子や家族の状況等を共有する。入所のモチベーションの向上を図る。
＜評価＞

　青山荘に入所して概ね６ヶ月が経過。しかし、入所時に比べれば若干の改善があるものの、基本的な日課でさえスタッフの促しなしでは安定して行うことができずにいる状態のため、支援方法については、これまでものを継続して行っていく必要がある。家族関係についても調整が必要な部分があるため、本人への現在の生活能力や関わり方について家族教育を行っていく。

また金銭についての本人の固執が見られるため、家族と話し合う場を設け（スタッフと面談後に本人も交えての家族面談）、具体的な金額を書面な形に残るもので本人に提示していき、金銭に対しての考えを変えてもらう必要がある。本人の直接支援について、支援経過ノートを用意し、本人との関わりを一覧にできるものを作り、今後の支援に役立てていく。
